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概要 
組織学的に腋窩リンパ節転移を認めない乳癌（n0乳癌）患者は、全乳癌の約6割をしめ、10年生存率
は85%前後で予後は良好である。しかし、少ない頻度であるが術後再発症例を認めている。近年、マ
ンモグラフィー検診の導入により、早期の乳癌患者が増えており、これらのうち、high risk患者に術
後補助療法を有効に施行できれば再発を抑制することができる。当科では、n0乳癌患者44例に対して
再発群と無再発群とにわけて予後因子を比較検討したところ、35才未満、NSAS-BC核異型度IIIの患者
で、優位に再発を多く認めた。これらの症例は、全症例の50%をしめており、さらなる正確な予後因
子の解明が必要である。 
  p53は、代表的な癌抑制遺伝子でその産物は転写因子であり、MDM2遺伝子やp21遺伝子等の転写を
促進する。P53遺伝子産物は、MDM２癌遺伝子産物との結合によりユビキチン化され、分解されるこ
とにより、その転写活性が抑制される。そして、癌抑制遺伝子産物であるp19ARFは、MDM2遺伝子産
物と結合して、これを不活化することにより、p53の安定化を促す。本研究では、当科における、n0
乳癌患者80例の手術標本を用いて、p53, p19ARF, MDM2遺伝子産物に対する免疫染色を行い、３つの
遺伝子産物の発現状況が、n0乳癌患者の術後の予後予測因子となりうることを証明する。 
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